
代表部会 会議録

１ 会議の名称
大貫中学校・佐貫中学校再配置個別計画検討協

議会 第１回代表部会

２ 開催日時
平成２９年８月７日（月）

午後７時～午後７時５８分

３ 開催場所 大貫中学校

４ 説明事項等

・個別計画検討協議会について

・校名について

５ 出席者名

代表部会委員

和田大貫中学校長、秋葉大貫中学校 PTA 会長、

藤倉中学校 PTA 総務委員長、髙橋大貫中学校

PTA 監事、丸大貫地区代表区長、熊澤吉野地区

代表区長、中村佐貫中学校長、今井佐貫中学校

PTA 会長、田丸佐貫中学校 PTA 副会長、荒井

佐貫中学校 PTA 副会長、五月女佐貫地区代表

区長

事務局

鈴木学校再配置推進室長、當眞副主幹、渡邉

６ 会議録（発言の内容） 別紙のとおり
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大貫中学校・佐貫中学校再配置個別検討協議会代表部会 会議録（概要）

発言者 発言内容

事務局

議長

事務局

１ 開会の言葉

２ 学校再配置推進室長挨拶

３ 部会員自己紹介

４ 説明

① 個別計画検討協議会について

資料 ①個別計画検討協議会について説明

② 個別計画検討協議会代表部会の部会員について

資料 ②個別計画検討協議会代表部会について説明

部会長 和田大貫中学校長

副部会長 中村佐貫中学校長

部会長挨拶

５ 議事

＜校名の決定について＞

議長については、設置要領第４条第１項の規定により、和

田校長先生にお願いします。

「校名の決定について」の協議に入ります。事務局より説

明をお願いします。

協議会で校名について協議を進めていくのにあたり、部会

員のみなさまから何らかの意見があれば伺っておきたいと思

います。



2

委員

事務局

委員

委員

委員

委員

委員

議長

過去の天羽地区の統合した際には、今ある学校に入る形で、

学校名は変わらなかったと思いますが、今回校名を変えよう

というのは、新しい試みですか。

今回統合を３地区において進めていくのにあたって、新し

い学校を作って、その新しい学校で両校の今まで別に生活を

していた子ども達が、一緒に生活をすることでお互いに助け

合う、そういう新しい学校を作っていきたいという願いでい

ます。

また、佐貫地区での説明会では、佐貫中が吸収されてしま

うと感じている方も多く、小さい学校の生徒達が肩身が狭い

想いをするのは、我々の本意ではありません。両校の子ども

達が一緒になって、今まで以上の学校生活を送ってほしいと

願っています。

そういったことから、校名を変えるということについても

是非検討していただきたいと思っています。

校名が変わるということは、佐貫中も大貫中も歴史がそこ

で終わって、また０年度からスタートになります。それは大

貫中の方には感謝しています。

佐貫中の PTA の方達は変えたいという意見の方が圧倒的

に多かったのですか。

そうですね。

イメージ的に吸収されるというのは、抵抗が当然あると思

います。

逆の立場だったら、そう思うと思います。

イ 校名の決定方法について

続いて「校名の決定方法について」についてです。今後校

名についてどのように決定していったらよいかを協議してい

きたいと思います。
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委員

委員

委員

議長

事務局

委員

事務局

委員

事務局

委員

議長

委員一同

議長

委員一同

議長

委員一同

一般公募ですかね。

一般公募だと親も子どももという感じですかね。

地域の方も含めますかね。

どこまで広げるかですね。一般公募という意見を出してい

ただきましたけども、事務局の方から何かありますか。

募集方法については、児童・保護者からの募集、生徒・保

護者からの募集、市民からの募集、地区住民からの募集と４

つの方法があると思います。どの範囲までにするのかについ

て協議していただければと思います。

市民からと地区住民からの公募の差を教えてください。

市民からはインターネットなどを使い、市民だけではなく

市外も含めた広範囲という形になります。地区住民からは地

区の方の回覧を使って大貫・吉野・佐貫の地区の方だけに用

紙を配布して募集をかけるということになります。

児童・生徒限らず、大貫、佐貫中学校区内の保護者だけで

いいと思います。その地区の話なので地区内だけでよいので

はと思います。

卒業生で大貫の学区から出て行っている人達がいますが、

どうしますか。

主は子ども達なので、今の子ども達が決めていくのがいい

と思います。

公募ということで、色々な人から意見を聴くということに

は賛成ということでよろしいでしょうか。

はい。

どこに募集をかけるかということだと、他地区からまでは

いらないのではないかということでよろしいでしょうか。

はい。

それでは地区住民、児童・生徒とその保護者ということで

よろしいでしょうか。

はい。
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議長

事務局

委員一同

事務局

委員

事務局

それでは、次のプロセスについてを事務局から説明をお願

いします。

公募の場合、できるだけ多くの地域の方に知っていただき

たいということがあります。地域の方ですと地区の回覧を使

ってということになります。８月分の回覧は、もう終わって

おりますので、９月の回覧を使うということになります。そ

うすると回覧が最後まで回るのに１か月近くかかる場合があ

るため、回り終わるのに９月いっぱい位までかかります。そ

の後も考えるために十分な時間を取るとすると 10 月の中旬

位までの締切りで公募をかける形になりますがいかがでしょ

うか。

いいと思います。

プロセスですが、候補にかなりの量が出てきた場合、この

場で一つ一つ検討していくのは大変だと思います。その際に

は我々の方で出てきたものの中で適切であろうと考えたもの

を 20 から 30 位に絞らせてもらって、次回の時に提案させて

もらい、その中から選んでいただく。候補が少なく、最初か

ら５、６種類しかないという場合は、直接みなさんの方で２

次の選定に入っていただき、その中で協議をいただきます。

もし、ここだけで決めるはどうかということであれば、協

議している内容を一旦持ち帰っていただいて、PTA の本部役

員会、地区の区長会等で他の役員さんや区長さんの方と協議

をしていただいて、また１か月後なりに持ち寄っていただく、

それを３回目、４回目と行っていくと考えています。

この学校名はいつまでに決めないといけないんですか。

じっくり決めていただれければと思いますが、一方でこれ

が決まらないと校章や校歌に進めないということがありま

す。できれば今年度末の平成 30 年３月までに目処をつけたい

と思っています。校歌も平成 31 年度の中盤位までに、みなさ

んの承認をいただけるようにしていきたいです。完成できれ
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委員

委員

委員

委員

委員

委員

議長

事務局

委員一同

ば子ども達に練習をさせることができると思います。入学式

や始業式で校歌がない式になってしまうのは、寂しいと思い

ますので。

また、公募したものを協議し、決めていくわけですが、そ

の際に全会一致で決まるのであれば、どうしてそれになった

のかという理由を持って、教育委員会議や市長協議等に挙げ

ていきたいと思っています。場合によって２つ、３つの候補

で競って分かれてしまう場合は、できれば順位付けをしてほ

しいと思います。その順位付けが無理であれば、それぞれの

候補に理由をつけていただいて、最終的には教育委員会が最

終決定をしていきたいと思います。

単に大貫と佐貫を除外とかではなくて、新たな学校名をと

いうことですね。

統合する一番の目的は子ども達だと思います。子ども達が

よくなることが一番の前提だと思います。

お互いに新しくして、校名や校章を新しくして、気持ちを

切り替えてというのが主ですね。

どちらの生徒も新しい校名で共に協力して頑張るぞという

目標に向けてということですね。

一から作っていきましょうということですね。

保護者も一からお互いの良いところを話し合いながら、築

いていくということですね。

最後に事務局から流れ等について確認してもらっていいで

すか。

次回の日程は 10 月 25 日（水）でお願いしたいと思います。

場所と時間は同じ時間でお願いします。

わかりました。

６ 閉会のことば


